
こ
の
２
年
間
、
関
係
者
が
一
丸
と
な

っ
て
「
生
産
者
か
ら
経
営
者
へ
」
を
合

言
葉
に
国
の
政
策
支
援
対
象
に
な
る
経

営
体
を
育
成
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
認
定
農
業
者
に
よ
る
多
く
の
大
規

模
な
個
人
経
営
に
加
え
て
、
３
０
０
名

の
集
落
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
躍
も

あ
り
、
１
５
０
程
度
の
集
落
営
農
組
織

も
立
ち
上
が
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、

様
々
な
支
援
施
策
へ
の
加
入
申
し
込
み

や
融
資
制
度
、
助
成
事
業
等
の
要
望
調

査
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
担
い
手
の
皆
さ
ん
は
、
政

策
支
援
を
活
用
し
な
が
ら
自
立
し
た
地

場
企
業
と
し
て
の
経
営
体
に
大
き
く
成

長
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
支
援
施
策

を
受
け
る
だ
け
の
担
い
手
経
営
体
で
は

目
的
の
達
成
も
出
来
ず
、
長
続
き
も
し

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

経
営
者
と
し
て
の
意
識
改
革
と
経
営
能

力
の
向
上
に
な
お
一
層
、
力
を
入
れ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
米
・
麦
・
大
豆
生
産

の
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
付
加
価
値
部

門
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
経
営
の
多
角

化
を
創
意
工
夫
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と

な
り
ま
す
。
戦
後
、
最
大
の
農
政
改
革

が
本
格
化
す
る
平
成
19
年
度
に
向
け
て

岩
手
の
農
業
を
担
う
経
営
体
に
認
め
ら

れ
た
こ
と
を
誇
り
に
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス

を
最
大
限
活
用
し
て
経
営
の
安
定
的
な

発
展
を
図
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

岩
手
県
農
業
会
議

会
長
　
中
　
野
　
昌
　
造

1

●農業会議の新年度事業決定
●県担い手育成総合支援協議会臨時総会開催
●本年度最後の常任会議員会議
●農業者年金加入特別対策で大きな成果
●認定農業者を一堂に会し意識改革
●先進地の具体的手法に学ぶ
●女性農業委員が農林水産部長と意見交換
●革新的な経営者が21名誕生
●平成19年度の農業会議の新体制

農業委員会巡回活動

改
革
元
年
を
迎
え
て

今

月

の

一

言



去
る
３
月
23
日
に
第
83
回
岩
手
県
農
業
会

議
定
例
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
議

員
数
54
名
中
、
本
人
出
席
40
名
、
委
任
状
13

名
で
、
平
成
17
年
度
の
実
績
報
告
と
決
算
の

承
認
、
平
成
18
年
度
の
補
正
予
算
の
承
認
と

平
成
19
年
度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
（
案
）

ほ
か
、
４
議
案
が
満
場
一
致
で
議
決
さ
れ
ま

し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
中
野
昌
造
会
長
は
「
こ

の
２
年
間
、
農
政
改
革
に
向
け
て
国
の
政
策

支
援
対
象
に
な
る
担
い
手
を
関
係
者
が
一
体

と
な
っ
て
育
成
し
て
来
た
。
い
よ
い
よ
、
こ

の
４
月
か
ら
本
格
的
に
戦
後
最
大
の
農
政
改

革
が
始
ま
る
。
一
人
で
も
多
く
の
農
業
者
に

改
革
の
恩
恵
が
行
き
渡
る
よ
う
関
係
機
関
・

団
体
が
役
割
分
担
を
明
確
に
し
な
が
ら
一
体

と
な
っ
て
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
引
き

続
き
の
支
援
を
強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
、
来

賓
と
し
て
出
席
い
た
だ
い
た
高
前
田
岩
手
県

農
林
水
産
部
長
か
ら
「
平
成
19
年
度
を
担
い

元
年
と
し
て
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保
に
万

全
を
期
す
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
し

く
産
業
振
興
方
針
や
県
北
・
沿
岸
振
興
方
針

を
具
体
化
す
る
施
策
展
開
を
す
る
の
で
、
農

業
会
議
に
お
か
れ
て
も
全
県
的
な
系
統
組
織

力
を
活
か
し
た
取
り
組
み
を
期
待
す
る
」
と

し
た
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
の
主
な
事
業
は
、
本
格
化
す

る
国
の
農
政
改
革
へ
の
対
応
、
農
業
委
員
会

系
統
組
織
の
体
制
強
化
と
予
算
確
保
、
更
に
、

最
終
年
を
迎
え
る
「
農
地
と
担
い
手
を
守
り

活
か
す
運
動
」
の
推
進
と
定
着
化
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ

農
業
交
渉
等
へ
の
対
応
強
化
の
４
本
柱
を
基

本
方
針
と
し
て
具
体
的
な
事
業
計
画
を
決
定

し
ま
し
た
。

ま
ず
、
農
地
の
法
定
業
務
で
は
、
農
地
法

４
条
と
５
条
に
か
か
る
諮
問
が
権
限
委
譲
に

伴
い
県
知
事
に
加
え
て
、
盛
岡
市
、
大
船
渡

市
、
陸
前
高
田
市
、
二
戸
市
の
４
市
長
（
農

業
委
員
会
会
長
に
事
務
委
託
）
か
ら
諮
問
が

あ
り
、
ま
た
、
全
て
が
事
前
諮
問
審
査
と
な

る
こ
と
か
ら
活
発
な
検
討
と
現
地
調
査
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
に
農
地
の
利
用
集
積
と
耕
作
放
棄
農
地

の
解
消
に
は
、
担
い
手
へ
の
集
積
を
積
極
的

に
行
う
こ
と
と
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
で

耕
作
を
放
棄
す
る
農
地
を
解
消
す
る
た
め
、

県
段
階
、
市
町
村
段
階
で
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発

式
を
行
う
な
ど
ア
ピ
ー
ル
活
動
を
強
化
し
ま

す
。
担
い
手
対
策
と
し
て
は
、
岩
手
県
担
い

手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
の
会
長
と
事
務
局

を
担
う
立
場
で
国
の
支
援
施
策
を
１
人
で
も

多
く
の
農
業
者
に
恩
恵
効
果
が
出
る
よ
う
万

全
を
期
し
ま
す
。
経
営
者
能
力
の
向
上
に
は

税
理
士
、
経
営
診
断
士
等
の
派
遣
や
簿
記
講

2

習
会
等
の
研
修
会
の
開
催
、
情
報
の
提
供
に

は
、
全
国
農
業
新
聞
の
普
及
と
全
国
農
業
図

書
の
斡
旋
を
強
化
す
る
こ
と
と
、
農
業
者
年

金
へ
の
加
入
促
進
を
図
り
担
い
手
の
老
後
保

障
を
拡
大
す
る
等
の
新
し
い
支
援
策
が
決
議

さ
れ
ま
し
た
。

去
る
３
月
29
日
に
岩
手
県
担
い
手
育
成
総

合
支
援
協
議
会
（
農
業
会
議
会
長
　
中
野
昌

造
）
の
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
岩

手
県
を
は
じ
め
農
業
会
議
、
農
協
中
央
会
な

ど
９
機
関
・
団
体
の
会
員
が
全
て
出
席
し
て

平
成
18
年
度
の
補
正
予
算
や
国
の
品
目
横
断

的
経
営
安
定
対
策
の
支
援
施
策
の
実
施
に
伴

う
規
約
・
規
定
の
一
部
変
更
と
平
成
19
年
度

の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
（
案
）
等
、
６
議

案
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
具
体
的
な
国
の
支
援
施
策
の
実
施

に
伴
い
、
当
協
議
会
会
員
が
支
援
施
策
の
役

割
分
担
を
明
確
に
す
る
た
め
、
農
業
会
議
・

県
・
農
協
中
央
会
の
３
者
合
同
事
務
局
体
制

に
し
、
県
と
農
協
中
央
会
に
事
務
局
次
長
を

配
置
す
る
こ
と
や
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対

策
の
収
入
減
少
影
響
緩
和
交
付
金
（
ナ
ラ
シ
）

の
積
立
金
管
理
者
に
当
協
議
会
の
中
野
会

長
、
事
務
取
扱
責
任
者
に
佐
々
木
事
務
局
長

が
決
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
任
意
団
体
の
当

協
議
会
が
積
立
金
の
受
け
皿
を
担
う
こ
と
等

に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
経
営
局
経
営
政

策
課
経
営
安
定
対
策
準
備
室
長
に
了
解
を
得

た
条
件
付
き
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

麦
、
大
豆
の
平
成
16
年
か
ら
18
年
ま
で
に
生

産
実
績
の
無
い
同
対
策
加
入
農
業
者
へ
交
付

金
助
成
す
る
担
い
手
経
営
革
新
促
進
事
業
に

つ
い
て
は
、
対
象
経
営
体
の
掘
り
起
こ
し
か

ら
審
査
ま
で
を
県
が
分
担
し
て
、
農
家
へ
の

支
払
い
業
務
は
農
協
中
央
会
が
行
う
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
国
と
の
事
務

処
理
と
担
い
手
の
経
営
能
力
向
上
対
策
等
は

農
業
会
議
が
、
新
規
就
農
関
係
事
業
は
農
業

公
社
が
分
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

何
れ
に
し
て
も
、
担
い
手
に
対
す
る
融
資

や
補
助
事
業
等
の
支
援
策
が
多
種
多
様
に
及

ん
で
い
ま
す
の
で
、
そ
の
周
知
徹
底
に
努
め

て
多
く
の
担
い
手
が
活
用
で
き
る
よ
う
地
域

担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
と
一
体
と
な

っ
て
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ

ま
し
た
。

去
る
３
月
13
日
に
今
年
度
最
後
の
常
任
会

議
員
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
ま

で
は
農
地
法
４
条
・
５
条
に
係
る
全
て
の
諮

問
案
件
は
県
知
事
か
ら
の
も
の
で
、
農
林
水

産
部
農
業
振
興
課
の
担
当
が
資
料
作
成
と
当

会
議
で
の
説
明
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

５
千
平
方
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
案
件
は
当
常

任
会
議
員
会
議
の
諮
問
審
査
後
に
県
が
許
可

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
下
の
面
積
案
件

は
県
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
面
か
ら
岩
手
県
独

自
の
判
断
で
当
常
任
全
議
員
会
議
の
諮
問
前

に
許
可
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
地
方
分
権
の
拡
大
化
等
か
ら
本

県
に
お
い
て
も
、
農
地
法
４
条
・
５
条
も
希

望
す
る
市
町
村
に
権
限
委
譲
を
行
う
こ
と
に

な
り
、
平
成
19
年
度
か
ら
盛
岡
市
、
大
船
渡

市
、
陸
前
高
田
市
、
二
戸
市
の
４
農
業
委
員

会
会
長
が
当
常
任
会
議
員
会
議
に
直
接
諮
問

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
全
て
の
案
件
を
農
地
法
に
則
り
許
可
の
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新
農
政
下
に
お
け
る
対
応
策

農
業
会
議
の
新
年
度
事
業
決
定

ナ
ラ
シ
の
積
立
金
管
理
者
を
条
件
付
き
で
承
諾

県
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議

会
臨
時
総
会
開
催

来
年
度
は
新
た
な
体
制
で
審
議

本
年
度
最
後
の
常
任
会
議
員
会
議

中
野
会
長
挨
拶



事
前
諮
問
審
査
と
し
ま
す
。
資
料
作
成
と
説

明
者
は
５
機
関
の
担
当
職
員
が
行
う
こ
と
に

な
り
、
審
査
時
間
が
長
く
な
る
と
と
も
に
許

可
ま
で
の
日
数
が
少
し
多
く
な
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
農
地
転
用
絡
み
の
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
す
る
な
ど
社
会
問
題
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
適
切
な
法
的
業
務
の
遂
行
が
重
要

で
す
の
で
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を
願

っ
て
い
ま
す
。

去
る
３
月
９
日
に
奥
州
市
に
お
い
て
、
農

業
会
議
と
農
協
中
央
会
は
平
成
18
年
度
の
農

業
者
年
金
加
入
特
別
対
策
の
実
績
報
告
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
対
策
は
奥
州
市
と

金
ヶ
崎
町
の
農
業
委
員
と
岩
手
ふ
る
さ
と
農

協
、
い
わ
て
江
刺
農
協
の
窓
口
に
お
い
て
加

入
活
動
を
展
開
す
る
も
の
で
、
事
業
費
１
０
０

万
円
で
実
施
し
た
実
績
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

67
名
の
農
業
委
員
が
１
人
で
５
戸
を
戸
別

訪
問
し
て
当
年
金
の
内
容
を
説
明
し
て
、
そ

の
20
パ
ー
セ
ン
ト
の
加
入
実
績
を
図
る
も
の

で
、
訪
問
に
際
し
て
の
足
代
と
粗
品
代
、
加

入
実
績
に
対
す
る
褒
賞
と
し
て
の
商
品
券
を

経
費
と
し
て
計
上
し
た
こ
と
と
農
協
の
窓
口

に
農
業
者
年
金
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
Ｐ
Ｒ
テ

ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を
置
い
て
内
容
説
明
を
徹

底
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
農
業
委
員
に
よ

る
加
入
が
61
名
で
あ
り
、
３
３
５
戸
訪
問
計

画
の
18
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
ほ
ぼ
数
値
目

標
を
達
成
し
ま
し
た
。
最
高
加
入
実
績
は
13

名
で
あ
り
、
多
く
は
３
名
か
ら
１
名
の
確
保

で
努
力
の
成
果
が
明
ら
か
で
し
た
。
し
か

し
、、
反
省
点
は
、
未
加
入
実
績
は
止
む
を

得
な
い
こ
と
で
す
が
、
訪
問
を
し
な
か
っ
た

と
報
告
し
た
農
業
委
員
が
10
人
以
上
に
及
ん

で
お
り
今
後
の
課
題
と
し
て
残
り
ま
し
た
。

政
策
支
援
対
象
の
担
い
手
と
し
て
自
立
し

た
地
場
産
業
経
営
者
に
名
実
共
に
認
め
ら
れ

た
農
業
経
営
者
や
従
事
す
る
家
族
は
老
後
の

生
活
保
障
を
真
剣
に
考
え
る
時
代
で
す
。
国

民
年
金
と
農
業
者
年
金
を
合
わ
せ
て
夫
婦
で

月
25
万
円
以
上
の
年
金
確
保
を
支
援
す
る
こ

と
は
農
業
委
員
の
大
切
な
業
務
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
特
別
対
策
で
13
名
の
素
晴
ら
し
い

実
績
を
上
げ
た
岩
淵
農
業
委
員
は
、
そ
の
後

も
加
入
申
し
込
み
の
相
談
を
受
け
て
い
る
様

子
で
明
る
い
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

去
る
２
月
21
日
か
ら
22
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
農
業
会
議
と
認
定
農
業
者
組
織
連
絡
協

議
会
が
共
催
し
て
認
定
農
業
等
交
流
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
県
内
各
地
か
ら
約
１
２
０
名

の
認
定
農
業
者
等
、
担
い
手
が
参
加
し
て
農

業
情
勢
や
地
域
特
性
を
活
か
し
た
商
品
開
発

に
つ
い
て
広
く
研
さ
ん
を
深
め
ま
し
た
。
農

業
会
議
の
佐
々
木
事
務
局
長
は
「
認
定
農
業

者
を
主
体
に
し
た
経
営
者
確
保
を
図
る
農
政

の
改
革
で
あ
り
、
皆
さ
ん
は
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
に
恵
ま
れ
た
。
意
識
改
革
や
経
営
力
向
上

に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
、
生
産
か
ら
加
工
流

通
に
及
ぶ
経
営
の
多
角
化
に
努
め
て
自
立
し

た
経
営
体
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
激
励
し
ま

し
た
。
岩
手
県
産
業
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

中
野
勝
釋
氏
は
「
地
域
特
性
を
活
か
し
た
商

品
開
発
」
と
題
し
た
講
演
の
中
で
、
元
イ
ト

ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
経
験
か
ら
自
ら

生
産
し
た
農
畜
産
物
の
差
別
化
商
品
作
り
が

消
費
者
の
最
も
求
め
る
食
料
で
あ
り
、
こ
の

こ
と
が
、
付
加
価
値
型
農
業
の
可
能
性
を
高

め
経
営
の
安
定
的
拡
大
に
な
る
」
と
力
強
く

示
唆
し
ま
し
た
。

ま
た
、
認
定
農
業
者
の
中
か
ら
雫
石
町
農

業
経
営
者
協
議
会
の
菅
原
久
耕
会
長
か
ら
は

「
認
定
農
業
者
組
織
と
し
て
取
り
組
ん
だ
地

元
の
ホ
テ
ル
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
等
の
観
光
関
係

者
と
の
意
見
交
換
で
意
識
改
革
を
し
て
い

る
」
と
し
た
事
例
が
、
ま
た
、
九
戸
村
の
認

定
農
業
者
で
あ
る
上
宿
貞
子
さ
ん
か
ら
は

「
女
性
認
定
農
業
者
と
し
て
経
営
改
革
に
取

り
組
み
リ
ン
ド
ウ
の
専
業
経
営
者
に
な
る
ま

で
の
過
程
は
、
関
係
者
か
ら
の
情
報
と
指
導

に
的
確
に
反
応
で
き
た
こ
と
」
と
力
強
く
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
、
紫
波
町
の
新
規
就

農
者
で
認
定
農
業
者
で
あ
る
橋
本
正
成
氏
は

「
就
農
を
決
意
し
て
か
ら
の
農
業
経
営
の
マ

ス
タ
ー
と
経
営
改
善
計
画
の
実
践
を
就
農
前

の
商
工
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
コ
ス

ト
意
識
で
基
盤
づ
く
り
と
販
売
戦
略
を
仕
組

ん
で
い
る
」
と
し
た
魅
力
あ
る
事
例
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

長
年
、
続
い
て
い
る
生
産
者
と
し
て
の
家

族
経
営
か
ら
経
営
者
と
し
て
生
産
か
ら
加
工

流
通
ま
で
を
取
り
仕
切
る
可
能
性
を
十
分
理

解
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
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農
業
者
年
金
加
入
特
別
対
策
で

大
き
な
成
果

認
定
農
業
者
を
一
堂
に
会
し

意
識
改
革

中
野
会
長
挨
拶
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去
る
２
月
19
日
か
ら
20
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
農
業
会
議
は
市
町
村
農
業
委
員
会
会
長

会
議
と
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
開
会
に

あ
た
り
中
野
農
業
会
議
会
長
か
ら
「
こ
の
一

年
間
、
日
常
業
務
に
加
え
て
、
来
年
度
か
ら

始
ま
る
農
政
改
革
に
向
け
て
担
い
手
へ
の
農

地
の
利
用
集
積
を
は
じ
め
農
地
基
本
台
帳
の

整
備
や
政
策
支
援
対
象
の
担
い
手
育
成
へ
の

取
り
組
み
に
敬
意
と
感
謝
を
表
す
る
。
１
人

で
も
多
く
の
農
業
者
が
こ
の
新
し
い
農
政
の

恩
恵
を
受
け
て
自
立
し
た
経
営
者
に
な
る
よ

う
今
後
と
も
一
丸
と
な
っ
て
支
援
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
農
業
会
議
事
務
局
長
か
ら
定
例

総
会
に
提
案
さ
れ
る
平
成
19
年
度
の
事
業
計

画
と
収
支
予
算
（
案
）
の
説
明
が
あ
り
、
一

部
修
正
で
了
解
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
国
農
業
会
議
所
の
松
本
事
務

局
長
か
ら
農
業
委
員
会
系
統
組
織
を
取
り
巻

く
中
央
の
農
政
・
農
地
情
勢
や
国
際
情
勢
の

変
化
等
が
具
体
的
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
農
業
委
員
の
責
務
の
一
つ
で
あ
る
情
報

提
供
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
新
潟
県
農
業

会
議
の
谷
川
課
長
補
佐
か
ら
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
全
国
農
業
新
聞
は
全
国
の
農
業
委
員

が
情
報
提
供
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
１
ケ

月
に
４
回
発
刊
し
て
い
る
が
、
全
国
で
最
高

の
普
及
を
維
持
し
て
い
る
新
潟
県
農
業
委
員

会
系
統
組
織
の
革
新
的
な
事
例
報
告
を
頂
き

ま
し
た
。
１
３，
０
０
０
部
を
目
標
に
農
業

委
員
会
の
会
長
を
中
心
と
し
た
普
及
活
動
は

大
い
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
コ
シ
ヒ
カ
リ

を
主
体
と
す
る
稲
作
農
業
を
始
め
消
費
者
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た
農
業
経
営
の
展
開

は
、
農
業
委
員
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供

に
起
因
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
本
県
に
お
い
て
も
、
全
国
農

業
新
聞
と
全
国
農
業
図
書
の
普
及
を
拡
大
し

て
、
新
し
い
農
政
に
機
敏
に
順
応
し
た
経
営

体
を
数
多
く
す
る
よ
う
情
報
提
供
の
取
り
組

み
を
強
化
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

去
る
２
月
１
日
か
ら
２
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
農
業
会
議
と
女
性
農
業
委
員
ポ
ラ
ー
ノ

の
会
が
共
催
し
て
総
会
と
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
出
席
者
は
76
名
の
会
員
中
、
40
名

で
、
定
例
総
会
で
は
平
成
17
年
度
の
事
業
実

績
と
収
支
決
算
が
承
認
さ
れ
、
平
成
18
年
度

の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
も
事
後
承
認
と
し

て
了
解
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
19
年
度

計
画
と
収
支
予
算
に
つ
い
て
は
、
５
月
を
目

処
に
総
会
を
開
催
し
て
議
決
を
求
め
る
こ
と

で
了
解
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
事
業
年
度
の
変
更
に
つ
い
て
、
平

成
20
年
度
か
ら
は
１
月
か
ら
12
月
ま
で
と
す

る
こ
と
を
提
案
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
平
成
19
年
度
は
４
月
か
ら
12
月
ま
で
の

変
則
的
な
事
業
年
度
に
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
研
修
に
入
り
「
女
性
農
業
委
員

の
活
動
に
期
待
す
る
こ
と
」
と
題
し
て
、
福

島
県
飯
館
村
農
業
委
員
会
前
会
長
の
佐
野
ハ

ツ
ノ
さ
ん
に
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。「
農
業

委
員
に
な
っ
て
改
め
て
意
欲
を
持
っ
て
活
動

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
会
長
に
就
任

し
て
か
ら
は
、
よ
り
積
極
的
な
委
員
会
活
動

に
目
覚
め
て
活
動
し
た
こ
と
が
、
男
性
委
員

の
理
解
を
頂
く
こ
と
が
出
来
た
と
認
識
し
て

い
る
。
そ
の
後
、
事
情
が
あ
っ
て
会
長
の
３

期
目
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
が
、
他
の
活
動

に
、
そ
の
思
い
を
変
え
て
地
域
活
動
に
励
ん

で
い
る
」
と
は
つ
ら
つ
と
し
た
講
演
に
ポ
ラ

ー
ノ
会
員
の
面
々
は
感
銘
し
て
い
ま
し
た
。

次
に
、
高
前
田
農
林
水
産
部
長
の
講
演
は

「
い
わ
て
農
業
の
振
興
戦
略
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
、
社
会
情
勢
か
ら
現
状
分
析
、
そ
し

て
目
指
す
姿
と
施
策
展
開
等
に
つ
い
て
、
パ

ソ
コ
ン
画
面
を
使
用
し
て
分
か
り
や
す
く
説

明
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
農
業
委
員
に
期
待
す

る
こ
と
と
し
て
「
農
業
委
員
の
責
務
に
女
性

の
視
点
を
反
映
し
て
、
農
地
の
効
率
的
な
利

用
や
担
い
手
育
成
業
務
を
進
め
て
欲
し
い
」

と
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
な
質
問
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
高
前
田
部
長
の
き
め
細
か
い
回
答
に
約

40
名
の
出
席
委
員
は
理
解
を
深
め
た
様
子

で
、
今
後
の
農
業
委
員
活
動
に
活
か
さ
れ
る

こ
と
が
大
い
に
期
待
で
き
ま
す
。

去
る
１
月
31
日
に
農
業
会
議
が
県
か
ら
委

託
を
受
け
て
実
施
す
る
「
い
わ
て
農
業
者
ビ

農
業
委
員
会
会
長
会
議
盛
大
に

先
進
地
の
具
体
的
手
法
に
学
ぶ

女
性
農
業
委
員
が

農
林
水
産
部
長
と
意
見
交
換

い
わ
て
農
業
者
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
修
了
式

革
新
的
な
経
営
者
が
21
名
誕
生

松
本
事
務
局
長

修
了
生
記
念
写
真

高
前
田
農
林
水
産
部
長
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１
　
担
い
手
へ
の
支
援
策
が
具
体
化

平
成
19
年
度
か
ら
始
ま
る
政
策
支

援
は
一
定
基
準
を
満
た
し
た
担
い

手
に
集
中
し
ま
す
が
そ
の
主
な
も

の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
　
無
利
子
・
無
担
保
・
無
保
証
資
金

認
定
農
業
者
を
対
象
に
ス
ー
パ
ー

Ｌ
資
金
と
近
代
化
資
金
が
無
利
子
に

な
り
ま
す
。
５
０
０
万
円
以
上
の
資

金
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
認
定
農
業

者
と
集
落
営
農
組
織
に
対
し
て
は
、

無
担
保
・
無
保
証
の
ク
イ
ッ
ク
融
資

が
出
来
ま
し
た
。
５
０
０
万
円
ま
で

の
資
金
が
最
短
10
日
で
融
資
の
可
否

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

②
　
融
資
残
へ
の
助
成

様
々
な
融
資
を
受
け
て
機
械
施
設

を
導
入
し
た
認
定
農
業
者
や
集
落
営

農
組
織
に
対
し
て
自
己
負
担
分
が
生

じ
た
場
合
、
そ
の
自
己
負
担
分
の
一

部
に
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

③
　
収
入
減
少
影
響
緩
和
支
援
（
ナ
ラ

シ
）米

・
麦
・
大
豆
の
収
入
が
一
定
基

準
よ
り
減
少
し
た
場
合
に
、
こ
の
制

度
に
加
入
し
て
積
立
金
を
納
入
し
て

い
る
対
象
者
に
減
収
の
90
パ
ー
セ
ン

ト
の
４
分
の
１
が
国
か
ら
交
付
さ
れ
、

４
分
の
１
は
各
自
の
積
立
金
か
ら
返

納
さ
れ
ま
す
。
米
・
大
豆
の
加
入
申

請
は
、
こ
の
４
月
か
ら
７
月
２
日
ま

で
で
す
。

④
　
生
産
条
件
格
差
の
不
利
補
正
支
援

麦
・
大
豆
の
生
産
で
外
国
と
の
生

産
費
と
の
差
を
直
接
支
払
う
制
度
が

始
ま
り
ま
す
。
既
に
秋
播
き
麦
の
申

し
込
み
は
完
了
し
て
い
ま
す
が
、
大

豆
は
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
の
で
、

平
成
16
年
か
ら
平
成
18
年
ま
で
生
産

実
績
の
あ
る
経
営
体
は
申
し
出
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
新

た
に
麦
・
大
豆
を
生
産
す
る
経
営
体

に
も
支
払
い
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

申
し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
　
機
械
、
施
設
支
援
も
認
定
農
業
者
へ

国
や
県
の
助
成
制
度
で
機
械
施
設

を
導
入
す
る
場
合
は
、
米
・
麦
・
大

豆
だ
け
で
は
な
く
畜
産
・
野
菜
・
果

樹
等
も
原
則
と
し
て
認
定
農
業
者
に

限
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
認
定

農
業
者
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

TOPICS

次年度から農政改革に対応した業務拡大が明確ですが、行財政
改革等から厳しい予算情勢になっています。当会予算も前年を大
きく下回る結果となっていますので、職員定数を２名減として、
より業務改善を進めながら与えられた業務を全うすることとしま
した。新体制は下記のとおりですので、ご指導ご協力方、よろし
くお願いします。

会　　長　 中　野　昌　造
副 会 長　 館　澤　正　吉　　 副　会　長　 千　田　榮　悦
事務局長　 佐々木　由　勝　　 事務局次長　 三　浦　良　夫
（事務局総括・職員配置と資質向上・業務分担と評価・業務連携と周知）

●総務・農地部
部　長　（兼） 三　浦　良　夫（総括と事業計画・予算等）
主　任 菊　池　純　也（農業委員会・農地・調査等）
主　任 藤　平　しのぶ（庶務・会計経理等）
事務員 高　橋　清　子（公文書・情報等）
事務員 寒河江　裕　子（協議会経理・物品等）

●経営部
部　長（兼） 佐々木　由　勝（総括）
次　長（主任主査） 村　上　俊　一（担い手協議会・経営確立等）
主　査 菅　原　　　聡（農業者年金・新規就農等）
主　任 熊　谷　真　里（担い手確保・担い手事業等）
経営アドバイザー 上　野　昭　成（農業法人育成・経営診断等）
経営構造コンダクター 太　田　　　繁（経営構造対策）
臨時職員 伊勢沢　真　弓（文書発送等事務全般）

※くわしくは農業会議ホームページを参照のこと

平成19年度の農業会議の新体制 ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
」
の
修
了
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
カ
レ
ッ
ジ
は
集
落
営
農
組
織
の
経

営
者
と
そ
れ
を
目
指
す
農
業
者
を
対
象
に
岩

手
大
学
農
学
部
の
地
域
貢
献
事
業
の
一
環
と

し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

修
了
生
に
対
し
て
校
長
を
務
め
る
高
橋
農

学
部
長
は
「
平
成
19
年
度
か
ら
始
ま
る
農
政

改
革
に
対
応
し
た
担
い
手
と
し
て
集
落
営
農

組
織
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
経
営
は
水
田
農
業
の
効
率
化
と
多

角
経
営
を
取
り
入
れ
た
経
営
力
ア
ッ
プ
が
不

可
欠
で
あ
る
。
そ
の
役
割
を
担
う
の
が
皆
さ

ん
で
す
の
で
、
こ
の
一
年
間
学
ん
だ
知
識
と
、

知
り
得
た
人
脈
を
大
切
に
し
て
今
後
の
自
立

し
た
経
営
確
立
に
励
ん
で
下
さ
い
」
と
激
励

し
ま
し
た
。
ま
た
、
当
カ
レ
ッ
ジ
の
副
校
長

を
務
め
る
農
業
会
議
の
中
野
会
長
か
ら
農
業

会
議
会
長
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
し

た
盛
岡
市
の
南
野
正
直
さ
ん
と
奥
州
市
の
伊

藤
周
治
さ
ん
は
全
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
受
講
し

た
も
の
で
、
皆
勤
賞
受
賞
で
改
め
て
経
営
能

力
の
幅
の
広
さ
を
実
感
し
た
よ
う
で
し
た
。

最
後
に
、
修
了
生
を
代
表
し
て
伊
藤
周
治

さ
ん
が
「
岩
手
大
学
の
先
生
方
や
外
来
講
師

の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
関
係
者
の
方
々
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
経
験
を
活
か

し
た
経
営
と
地
域
農
業
の
振
興
に
全
力
を
尽

く
し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
力
強
く
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
今
後
の
活
躍
を
大
い
に
期
待
で
き
る

修
了
生
諸
君
に
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。



４月17日
第319回常任会議員会議
（盛岡市　エスポワールいわて）

４月26日
農地等業務担当者基礎研修会及び
新任農業委員研修会
（盛岡市　南部会館サザンパレス）

５月１日
農業委員会通信員研修会（盛岡市）

５月15日
第320回常任会議員会議
（盛岡市　エスポワールいわて）

５月16日
市町村農業委員会事務局長会議
（盛岡市）

５月18日
市町村農業委員会会長会議（盛岡市）

５月29日
市町村農業委員会業務担当者会議
（盛岡市）

５月31日
全国農業委員会会長大会・岩手県選出
国会議員への政策要望
（東京都　日比谷公会堂）

６月15日
第321回常任会議員会議
（盛岡市　エスポワールいわて）

19年4月から6月までの主な行事
○
　
戦
後
ま
も
な
い
農
地
解
放
以
来
の
農
政

改
革
が
始
ま
り
ま
す
。
日
本
の
文
化
で
あ

る
水
田
風
景
を
守
り
な
が
ら
地
場
産
業
と

し
て
の
農
業
経
営
が
各
地
に
定
着
す
る
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

○
　
平
成
19
年
度
の
行
政
予
算
が
決
定
し
ま

し
た
。「
改
革
元
年
」
を
迎
え
て
、
農
業

予
算
が
前
年
対
比
で
軒
並
み
大
幅
減
額
し

て
い
ま
す
。
多
面
的
効
果
の
査
定
基
準
を

期
待
し
て
い
ま
し
た
が
・
・
・

○
　
今
年
は
選
挙
の
亥
年
に
な
り
ま
し
た
。

日
豪
経
済
連
携
協
定
、
日
米
自
由
貿
易
協

定
に
し
ろ
、
競
馬
問
題
に
し
ろ
、
議
員
や

知
事
を
選
ぶ
国
民
・
県
民
の
責
任
で
す
。

真
剣
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

○

「
攻
め
る
農
業
」
高
い
価
格
で
も
安
全

性
の
高
い
食
料
と
し
て
経
済
成
長
の
著
し

い
中
国
に
向
け
て
戦
略
は
進
ん
で
い
ま

す
。
お
米
も
輸
出
計
画
と
か
。
輸
入
も
断

れ
な
い
道
理
に
な
ら
な
い
か
心
配
。

○
　
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
す
る
生
鮮
食

料
が
地
元
量
販
店
に
も
多
く
出
荷
さ
れ
て

い
ま
す
。
虫
食
い
や
異
物
混
入
等
の
苦
情

も
多
い
。
１
〜
２
日
の
機
敏
な
対
応
を
厳

守
し
て
信
頼
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

○
　
農
地
制
度
の
見
直
し
議
論
も
活
発
に
な

っ
て
来
ま
し
た
。
利
用
権
を
強
化
し
て
経

営
者
へ
の
集
積
を
進
め
る
も
の
で
す
。
所

有
者
の
組
織
化
や
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
し
た

ら
早
い
解
決
が
期
待
で
き
そ
う
・
・

○
　
厳
し
い
予
算
事
情
で
す
。
裏
負
担
の
無

い
国
の
直
轄
事
業
が
多
種
多
様
、
創
設
さ

れ
て
い
ま
す
。
事
務
局
体
制
の
ス
リ
ム
化

の
中
で
す
が
大
い
に
活
用
し
て
農
業
経
営

者
を
支
援
し
ま
し
ょ
う
。

○
　
平
成
19
年
度
は
、
行
政
の
体
制
も
一
変

し
ま
す
。
農
業
委
員
会
系
統
組
織
も
様
々

な
新
し
い
業
務
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。
農
業
委
員
の
活
動
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

○
　
農
業
会
議
も
厳
し
い
財
政
事
情
か
ら
職

員
定
数
を
削
減
し
ま
す
が
、
業
務
改
善
を

図
り
な
が
ら
役
職
員
一
同
、
誠
心
誠
意
努

力
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
由
）
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環
境
に
や
さ
し
い
農
業
へ
の
助
成
は

有
機
農
業
や
無
農
薬
、
無
化
学
肥
料

栽
培
等
が
関
心
を
呼
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
れ
に
対
す
る
支
援
は
無
い
か
。（
奥

州
市
　
Ｓ
・
Ｍ
生
）

●
平
成
19
年
度
か
ら
新
規
事
業
で

「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」

が
始
ま
り
ま
す
が
、
こ
の
対
策
を
実

施
し
た
地
域
や
集
落
で
米
の
特
別
栽

培
等
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
実

践
し
た
場
合
に
品
目
ご
と
の
一
定
額

を
支
払
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
市
町
村
役
場
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。（
事
務
局
長
）

麦
・
大
豆
で
過
去
実
績
の
無
い
担
い

手
へ
の
支
援
は

自
給
率
の
向
上
を
目
標
に
し
た
農
政

改
革
と
聞
く
が
過
去
3
年
の
実
績
者

に
は
、
栽
培
を
止
め
て
も
10
ａ
当
た
り

2
万
円
前
後
の
直
接
支
払
い
が
あ
る

と
聞
く
が
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

新
規
栽
培
者
の
支
援
は
無
い
か
。（
紫

波
町
　
Ｎ
・
Ｙ
生
）

●
新
規
に
栽
培
す
る
経
営
体
に
も
支

援
が
あ
り
ま
す
。
転
作
拡
大
や
新
技

術
を
取
り
入
れ
た
麦
・
大
豆
を
栽
培

す
る
場
合
は
直
接
支
払
い
制
度
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
県
の
現

地
機
関
や
市
町
村
役
場
に
お
尋
ね
下

さ
い
。（
村
上
経
営
部
次
長
）

5
年
後
に
法
人
登
記
が
出
来
な
い
場

合
は

経
営
規
模
の
小
さ
い
農
家
が
話
し
合

っ
て
集
落
営
農
組
織
を
立
ち
上
げ
た

が
、
規
約
、
経
理
の
一
元
化
は
達
成

し
て
い
る
も
の
の
法
人
化
や
3
分
の

2
以
上
の
農
地
集
積
、
主
た
る
従
事

者
の
年
間
所
得
の
達
成
を
5
年
以
内

に
出
来
る
か
不
安
で
あ
る
。
達
成
で

き
な
い
と
交
付
金
等
は
直
ち
に
返
還

と
な
る
の
か
。（
北
上
市
　
Ｗ
・
Ｈ
）

●
５
年
以
内
の
達
成
を
条
件
と
し
た

５
要
件
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
施
計

画
に
基
づ
い
て
、
組
織
全
体
で
関
係

者
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
達
成
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
特
別

の
事
情
が
発
生
し
て
達
成
が
困
難
な

場
合
は
、
達
成
期
日
の
延
長
申
請
を

農
政
事
務
所
に
行
い
承
認
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
農
政
事

務
所
に
お
尋
ね
下
さ
い
。（
事
務
局
長
）
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